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　実験動物 マ ウ ス に より惹起され た 職 業ア レ ル ギー
の 発症因子 に つ い て検討 し た．本症は マ ウ ス 毛垢 に

よ る Coombs　＆　Ge！1の 1型 ア レ ル ギーで あη，マ ウ ス 取 り扱 い 者72例中12例（16．7％）に発症 をみ た．本

症 の 発症因子 を 検討 す る た め に 有症者 12名（患老群 ）と 無症状者60名（対照群）あ 2 群に わ け て問診，ア ン

ケ ー ト調査 ， ア レ ル ギー検査 ，
HLA タイ ピ ン ダお よび末梢血 リン パ 球 の 抗原特異的増殖反応 （LPR ）と

ク ラ ス H 抗原 と の関連に つ い て検討し た．

　ア ン ケ
ー

トに よ る ア レ ル ギー疾患の 有無お よ び HLA タ イ ピ ン グ の 結果 で は 両群間に 有意 の 差は み ら

れ な か っ た。

　一
方，LPR に つ い て は 患者群 に抗原特異的 な LPR が み ら れ，そ の主体 は T 細胞の 増殪で あ り．また，

クラ ス Il抗原が こ の 正PR に 関与 してい る こ とが 明 らか に な っ た，

Key 　 wordS ： genetic　 factors− HLA 　 typing − ｝ymphocyte 　 prolfferative　 response （LPR）
− mouse 　dander一   c叩 ationa 奎al！ergy

は じめ に 対象お よ び方法

　実験動物に よ りひ きお こ され る職業 ア レ ル ギ ーは外

国で は 古 くか ら知 られ て い る．

　今日 ， 実験動物を取 り扱 う機会が増加する に伴 い 、

我国 で も症例 の 報 告がみ られ る よ うに な り， 今後 ， 患

者の 増加が予想 される．

　職業ア レ ル ギ ーは職業に 起因する抗原 に よ り惹起 さ

れ る ア レ ル ギーで ， その 発症に は 職業環鬘 とと もに ア

トピー
素因が重要 で ある とされ て い る

1）．

　今回，実験動物 マ ウ ス の 取 り扱い 者に み られた職業

ア レ ル ギーをと りあげ，問診，ア ン ケ
ー

ト調査， ア レ

ル ギ ー
学的検査 ， HLA タ イ ビ ソ グ お よ び リ ソ パ 球を

用い た 五nvitro の 実験を行い 本症 の 成立因子に つ い て

検討し た の で 報告する。
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　実験動物 V ウ ス を 1年以上取 り扱 っ て い る72名を対

象と した．職種は 動物管理施設従事者 9 名，実験助手

la名， その 他 の 53名は 医師お よ び大学院学生で あ っ た ．．

　 1）問診 お よ び ア ソ ケ
ー

ト調査

　対象者全員に 対 し問診 ある い は ア ソ ケ
ー

ト調査 を行

い ，年齢， V ウ ス 取 り扱 い 経験年数，日常生活お よ び

本人の ア レ ル ギ ー疾患 （喘息卩鼻 ア レ ル ギ ー，眼 ア レ

ル ギ
ー，蕁麻疹，薬疹） の 有無 に つ い て 調査 した．

　2）皮内テ ス トお よび特異的 IgE抗体

　皮内 テ ス ト と RAST 法に 用 い た v ウ ス 毛垢抗原 の

作製と特異性に つ い て は すで に 報告し た
t｝．RAST 法

3）

は マ ウ ス 抗原凍結乾燥末 （img〆ml ）を ベ ーパ ー
デ ィ ス

ク 1＝　coupling させ た後，被検血 清と反応 させた．抗原

特異的 IgE抗捧は
lzsl一抗 ヒ ト IgEウ サ ギ血 清 （Phar・

macla
，
　 S・8534）を用 い て 測定 した ．

　患者血清は 血清分離後一40℃ に 保存 し測定前 に 解凍

し て使用し た，なお ，皮内 テ x ト陽性患者 2 名 に つ い

て Prausnitz・Ktistner（P−K ）反応を施行した．さらに

一、
丑
宝

革冖
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1型ア レ ル ギ ー
の c。mmon 　 antigen で ある ・ ・ウ ス ダス

トに っ い て も鳥居製薬製の 1000倍希釈液を用 い て皮内

テ ス トを施行 した．ハウ 7・ダ ス トの RAST 法 は H ，抗

原 （Pharmacia 社製）の デ ィ ス ク を用 い て 測定 し た．

　3）総 lgE

　対象者の 血清を分離後一40℃ に 保存 し，測定 前 に解

凍 して Pha  acia 琶 RIST キ ン トを 使用 し た RIST

法 に よ り総 lgEを淵定し た．

　4）HLA 　typing

　HLA 抗原は microlymphocytotoxity 　testに よ り検

出 した．HLA 一ク ラ ス 1抗原 の タ イ ピ ン グ は NIH 標準

法 に よ り， また ，HLA ・ク ラ ス II抗原 の タ イ ピ ソ グは 第

8 回 国際綬織適合性 ワ ー
ク シ ョ ッ プ標準法 に 準 じ て

行 っ た．HLA タ イ ピ ン グは Ficoll−Conrayを用 い た 比

重遠心法に よ り分離し た 末梢 リ ン パ 球を 用 い た が， ク

ラ ス II抗原の タ イ ピ ン グ に は さらに ナ イ ロ ソ ウ
ー

ル 。

トロ ン ビ ソ 法 に よ り末檎 リ ソ パ 球か ら分離 した B 細

胞を用 い た 4）．

　5） マ ウ ス 毛 垢 抗 原 に よ る y ン パ 球 増 殖 反応

（1ymphocyte　preliferative　response
，　LPR ）

　 マ イ ク ロ プ レ
ー

ト （住友ベ ー
ク ラ イ ト，MS ・3096U）

に分注 した 2× los個！well の末榾血 リン ・｛球 に マ ウ ス

毛垢抗原を加え 5 日間培養（5 ％CO2， 37℃）した． 5

日 冒｝び H −thymidine （0．5mCi）を加 えて
一

夜培養 し ，

3H −thymidineの DNA 合 成 へ の 取 り込 み の 百 分率

stimulation 　index（S．1．）を測定した ．ま た，こ の 反応

系に 3種類の 単 ク ロ
ー

ン 抗体 （2A6 、 7B6，　 D14）を抗

原 と同時に加え LPR へ の 影響 を検討 した．2A6 は抗・

T 細胞 抗体
5｝，7B6は 抗・ク ラ ス II抗体

6 〕，　 D14 は 抗 DR

抗体
7）
で ある．

結　果

1）発症頻度お よ繝 診・ア ン ケ
ー

ト結果 （T ・bl，1）
　 マ ウ ス 毛垢 に よ る 1型 ア レ ル ギ ー

の 診 断は
、

マ ゥ ス

を取 り扱 っ た 際に ，上，下気道症状 が 出現，あ る い は

鼠 皮膚の ア レ ル ギ ー
症状を有 し，マ ウ ス 抗原 に よ る

即時型皮膚反応 が陽性を示 し た もの と し た．

　対象者72人中 12人 （16．7％）が マ ウ ス 毛垢 に よ る 1
型 ア レ ル ギ ー

と診断された，陽性者 12名は 全員，則 時

型皮膚反応を示 し，マ ウ ス を取 り扱 う と数秒 か ら数分

後 に くしゃ み ，水性鼻汁，鼻閉の 鼻症状 が 出 現 し た．

その 地，目の 癢痒感，流涙，ある い は喘鳴などの 下気

道症状の 発作 を伴う例 もみ られ た．

　こ の 12名の ア レ ル ギー陽性者を患者群 とし，その 他

の 症例を対照群 と し て 2 群 に わ け て 検討 を加 えた

（Table　I）．

　  平均年齢

　両群 とも30歳前半で両群間 に 差は な か っ た．

　  経験年数

　患者群で 最短 1年， 最長25年で 平均7。8±7，7年 で対

照群 の 平均5．9± 5．7年 （ユ年一25年）よ り長 い が推計学

上 ， 両群間に差は み られなか っ た．また ， 患老群の 症

状出現ま で の 期間 は 最短6ヵ 月か ら最長 7年 か か っ て

い た．

　  日常生活 で の 鼻症歌

　 ア レ ル ギ
ー

症状 の な か で 日頃 の 鼻 ア レ ル ギ ー
様症状

の 有無 の 検討で は 患者群 が 58％ と対照群 に 比較 して 高

頻度 に み られ た が推計学的 に は 有意差 は なか っ た．

　  ア レ ル ギ
ー

疾患の 有無

　家族の ア レ ル ギ ー
疾患の 有無 に つ い て は 患者群よ り

対象群 に高率に み ら れ，本人の ア レ ル ギ
ー
疾患の 有無

で は 患者群 に 多 くみ られた．また ， 本人お よ び家族の

い ずれ か の ア レ ル ギ ー疾患の 有無 に つ い て は 差 が み ら

Table　 l　Que試ionnaire　examination

Patients　g τoup

　　（12cases）
Co 慮 o1　gmup
　　（50cases）

1）Average　age 33．7age 32．2age
2）Average 埀ength 　of　experienGe 7．8± 7．7years 5．9± 5．？years
3）Positive　nasa ！symptoms

a ）At　daily 58％ 36％
b）At　work 10G％ 2％

4）Positlve　histories　of 　a 鉱ergicdis ・
easesa

）Family　hlstoτy
b） Past　Listory 畿）… ：：蕘）・1％
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Table　2　Allergic　examination

Patients　groupControl 　groロP

DPositive　skin 　test

a） HD 33％ 30％

b）Mouse　dander 100％ 0％

2）Tota璽ser   1gE

a＞Average　level 435±89≧U／ml 185士 358U／ml

b＞％ o 罫cases 　wi ヒh　h垂gh　IgE
（300U／m1 ▲）

27％ 12％

3）RAST 　score

a）HD （scor 已 2▲） 33％ 22％

b）Mouse 　dander （score 　1▲） 73％ 0％

れず ，
ア レ ル ギ ー疾患の 有無 に つ い て は 推 計学的 に 両

群間 に 差 は み られ なか っ た ，

　2） ア レ ル ギ ー
学 的検査結 果 （Table　2）

  皮内 テ ス ト

　 ハ ウ ス ダ ス トに よ る皮内テ ス トの 陽性率1よ両群間 に

差は な か っ た．マ ウ ス 毛垢 抗原 に よる皮内テ Z トで は

患者群は 全例陽性で ， 対照群 は 全例陰性 で あ っ た．

　  血清ss　lgE

　患者群 は 平均 435± 891U／m 】で 対照群 （185± 358U／

mD よ り高値を示 し た が t 倹定で は有意 の 差 は な か っ

た．また 300U／ml 以上の 高魑症例も患者群に多 くみ ら

れた が 対照群 と は 推計学的に 差 は な か っ た ．

　  特異的 lgE抗体

　 ハ ウ ス ダ ス ト （HD ＞に 対する特異的 IgE 抗体 の 産生

をみ る と RAST 　score 　2以上 の 症例は 患者群 で 33％ と

対照群 （22％） よ り高率で あっ た．し か し，推計学上

は 両群間に差は な か っ た ． ” ウ ス 毛 垢 抗原 に 対 する

IgE抗 体 の 産 生を み る と RAST 　score で 1 以上 が患

者群 12例 中 9例 （73％）で あ っ た．
一

方 ， 対照群 は 測

定 した 全例が score 　Oで あ っ た （Table　3）．

　なお ， 患者群の 2飼 で P・K 反応を施 行 した が 2 例 と

も陽性 で， 1例 は希釈 血 清64倍霍 で 反応 し， 1例は 16

倍まで 反応 した．

Table　3　Specific　IgE　antibody 　agains し

　 mouse 　dander　antigen （RAST ）

Sc◎ rePat
耄en しs　gro叩 Contml　group

4 4 o

3 3 o

2 0 o

1 2 o

o 3 42

　 3） HLA タ イ ピ ソ グ

　患者群 11名 と対照群48名に つ い て HLA ・A ，−B，−C，・

DR お よ び一DQ 抗原特異性を検討 した ．患者 と対照群

の 群間 の 有意差検定は カ イ 2乗法 で 行 L・　Yatesの 補

正 式を 用 い た．

　HLA ・A 抗原 に っ い て は A ・24が患者群に 高率 に み

られた が 両群問 に 有意 の 差 は み られ な か っ た （Tab 】e

4），HLA ・B 抗原20種の検討で も両群間に 差 はなか っ

た （Tab ！e　5）．　 HLA ・C 抗原 は Cwl ，　Cw3，　Cw4 ，
　Cw7

の 4種の 抗原の検討で 両 群間 に 差 は み られなか っ た 。

　HLA ・DR 抗原は DRw52
，
　DRw53 を含め た 14種に つ

い て 検討 したが、両群間に差は み られなか っ た （Table

6），

　HLA ・DQ 抗原は DQwl と DQw3 に つ い て 検討 し．

DQw3 が患者群 に 高率（82％）に 認め た が対照群（69％）

と推計学的 に有意差は なか っ た．

　4） リ ン パ 球増殖反応 （LPR ）と単 ク 卩 一ソ 抗体 に よ

る増殖反応抑制

　 マ ウ ス 毛垢抗原 に 対す る LPR の 代表例を Fig．1に

示 し た．患者 リ ン パ 球 は マ ウ ス 毛垢抗原 1倍か ら100倍

希釈液で dose−dependentな LPR がみ ら れ た が，対照

Table　4　HLA 　antigen 　frequencies（1）

Patients（11） Co轟tro1（48）
Antig 

NumberPercentage 蕪umberPercen 吐age

A 　　1 0 o o 0

2 5 45．5 23 47、9
3 0 o 1 2」

10 o o 1 2．1

11 2 18．0 8 16．7
24 8 72．7 23 47、9

26 2 18．0 10
．

20，8
31 2 18．0 5 10、4

w33 1 9．1 7 14．6

N 工工
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Table　s　HLA 　antigen 　frequencies（2）

Patients （11） Control（48）
AntigenNumberPercentageNumbe

τ Per  ntage

B　　7 ，　　 1 9」 7 14．6
131 　 1 9．1 1 2．3

王5 o o 2 4．6
17 o o 1 2．3
35 3 27．3 9 18．8
38 1 9．1 o o

39 o G 5 10．4
4ζ 1 9．1 13 27．1

W46 王 9、1 1 2．3
w48 o 0 5 10．4
51 2　 1　　　　嚠 18、2 5 10．4

w52 1　　［

　　 　　 29
，1 8 16．7

w5412 　 旨 182 4 83
w55
　　　　　亅

l　 o o 1 2．3
w6Gi 　　 2 18．2 6 12．5

61　 i
：

　　L 9．1 9 蒐8．8
・・ 13 27．3 6 12．5

w671
　

1 9．1 1 2．3
w7 ° 1b　　 1 9．1 o o
w71 o o 1 2．3

Table　6　HLA 　antigen 　frequencies（3）

Patients（1王） Contro1（48）
A ηtigenNumberPercentageNumberPerGe

漁 ge

DR 　 　12 18．o 7 15．9
24 36．4 11 25．0
3o   0 0

45 45．5 15 34．1
51 9．1 2 4．2

w6o o 4 8．3
7o 0 0 0

w83 27．3 6 13、6
w93 27．3 ｝4 31．8
wloe o o 0

wl21 9．】 3 6，8
w132 18、2 6 13、6

w526 54．5 29 60．4

　　　　　w53
¶．曹，「幽曽

7 63．6 26
　　　雫

54．2

DQw18 72．8 艶 58．3
w39 81．8 33 68．8

群で は 明らか な反応 は み られ なか っ た．Fig．2は マ ウ

ス 毛垢抗原 1倍 液 に お け る LPR を 示 した ．患者群 の

な か に は 1倍液 で LPR が 低い 症例も観察 され た．

　マ ウ X 毛垢抗原 と末櫓 リ ソ バ 球 の in　vitro 反応 系 に

単 ク ロ ーア 抗体を 添加 し て LPR に 対 す る影響 を み

た．ヒ ト T 細胞 に 特異的な2A6，ヒ トク ラ ス IIフ レ ー
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on 　LPR ．

高橋光明他

ム ワ
ーク に特異的な7B6， および ，

ヒ ト DR に特異的な

D14に よ っ て マ ウ ス 毛垢抗原 に 対する リン パ 球 の 増殖

反応が抑制 され た （Fig．3）．

考　察

　　近年 ， 職種 の 多様化 に 伴い ，今ま で接触す る こ との

　 な い 抗原物質を短期問に多量 に取 り扱 う機会 が 多 くな

　 り，職業に 起因す る 職業 ア レ ル ギ
ー

も増加 する傾向に

　 ある．

　　実験動物を 飼育 ， ある い は そ れ を取 り扱 う入 に み ら

　 れる ア レ ル ギー疾患は欧米で は 古 くよ り知 られ て い た

　が
， 近年 ， 実験に 動物を用 い る機会が増え，実験動物

　 に よ る ア レ ル ギ ー疾患 も増え て きて い る．ア レ ル ギ
ー

　 を惹起する動物種 と し て は ラ ッ F
，

マ ウ ス
，

モ ル モ
ッ

　 トなど の ゲ ッ 歯類の ree】”11）

， イ ヌ
12）

， ネ コ
14），ウ マ

吻 ，

　 カ エ ル ：S）
な どが報告され て い る．マ ウ ス 毛垢 に よ る ア

　 レ ル ギ ーtt　SorτelS らiS》h：1957年e： 報告して 以来，実

　 験で マ ウ ス が繁用される こ ともあり，
ラ ッ ト とな らん

　で ア レ ル ギーを ひ きお こ す 主 な 動物種 と な っ て い

　 る 「o｝11，
．我a は す で に マ ウ ス に よ る ア レ ル ギ ーを 報

　告
IS）し て い るが，今回 の調査で明らか に な っ た よ うに，

　 72人 の 対象者の うち12名 （16，70／o ）が ア レ ル ギ ー
と診

　断され ， 予想以上 の 頻度で の 発症が認め られ た．一方，

　 ア メ リ カ で は マ ウ ス ，ラ ッ トな どの ゲ ッ 歯動物は 年間

　 4000万匹も研究な どに 使わ れ て お り，その 取 り扱い 従

　事者 は 35，000人以上 で tLincolon ら
1．）は 動物取 り扱 い

　者238人の うち27入 （11．2％）が動物に よ る ア レ ル ギー

　 で ある と診断 し た．ま た Lutsky らm も1．299人 の 動物

　取 り扱い者の検査で 191人 （14．7％）の患者を見 い 出 し，
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その主な動物種は ゲ ッ 歯動物と報告して い る．

　 我国 で も今後，研究分野 で ゲ ッ 歯動物を使用す る機

会が増すに つ れ て患者数が増え る もの と予想され る．

　 今回 ，72名の マ ウ ス 取 り扱い 者を対象に 有症患老群

と無症対照群 の 2 群に わけて職業 ア レ ル ギー
の 発症因

子に つ い て検討した と こ ろ t 問診，ア ン ケ ート調査で

は 両群 間 に有意の 差 は み られた の は就業中 の ア レ ル

ギ
ー

症状 の み で あ っ た．

　 従来，職業 ア レ ル ギ ーは ア レ ル ギ ー素因を有す る症

例に発症 しやす い との報告が多く，職場環境とア レ ル

ギ ー素因が重視され て きた。Lutskyら珊 は動物ア レ ル

ギ
ー
患者で ア レ ル ギ

ー
疾患の 践往や家族歴を有す る例

は若年発症者が多 く，就業後短期間 で 発症し，重篤な

症状を ひ きお こ しやす い と艱告し て い る．

　 しか し なが ら，今回 の 我 々 の 問診，ア ン ケ
ー

ト調査

で は ア レ ル ギ
ー
疾患の有無 こ つ い て患者群と薄照群の

間に有意の 差 は み い だせ な か っ た ，ま た，対照群 に ア

レ ル ギ
ー
疾患の 家族歴 を もつ 症例が多くみ られた こ と

に つ い て は 対象者に 医療従 事老が多く， 従来の
一般 の

．対象者 と比較 して 医学知織があ り，本人 お よ び 家族 の

疾患 に 対する関心 の 深 さ の 反映 と み る こ とが で き，従

来 の 報告よ り正 確な ア γ ケート結果が出た もの と考え

られ た．

　 CODkei7》以来，ア レ ル ギ ー
素因 とは 本人 また は 家族

の ア レ ル ギ ー疾患の 頻度 の 多寡と して と ら え ら れ て い

たが ， 1960年代の IgEの 発見以来 ，
ア レ ル ギー素因を

IgE の 産生の し やすさ の 素因 と し て 理解され る よ うに

な っ て きた IS），今回 の ア レ ル ギ ー学的な検討で は，患者

群で マ ウ ス 毛垢抗原に よ る皮内反応や マ ウ ス 毛垢抗原

に対する特異的 IgE抗体が証明 された こ とよ り， 本症

は 1型 ア レ ル ギ ーと診断 された ．ア レ ル ギー検査 に お

い て 両群問 の 比較検討で は，マ ウ ス 抗原 の 皮内テ ス ト

と特異的 IgE抗体以外は 両群間 に 推計学的 に 有意の

差は み られなか っ た．し か し，ハ ウ ス ダス トに対する

特異的 IgE抗体 の 頻度，ある い は 血清の 総 IgE値 の 高

値症例 の頻度で は ，
い ずれ も患者群に 高い傾向を示 し

た．抗原 に 対 す る易反応蛙 と IgE の 産生能 を ア レ ル

ギ ー素因を形成する 因子 と考えれば，今回 の ア レ ル

ギ ー学的な検査結果 は ，
ア レ ル ギ ー素因が本症の発症

に 何 らかの 影響を及ぼして い る可能性がある．

　 ま た，近年，Vaz ら
珊 が マ ウ ス を用 い て 特異的 IgE

抗体産生が マ ウ ス の MHC の H・2ハ プ ロ タ イ ブと相関

す る こ とを報告 して 以来、 ヒ トの ア レ ル ギ
ー疾患の 素

因 の 遺伝的解析は HLA 抗原 との 関連で 報告され るよ
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の 解析

うに な っ た ．しか しなが ら，多く の 報告は，ク ラ ス 1抗

原の HLA ・A ，

・B ，

−C 抗原に つ い て の研究であり HLA

抗原と ア レ ル ギ ー疾患の 相関 は明ら か な結論 は 出 され

て い なか っ た。

　1982年 に な り マ ウ ス 星領域 に 相 当する ヒ FHLA ・D

領域遺伝子 と ア レ ル ギ ー疾患 と の相関に つ い て笹月

ら
20 ｝211’は，ス ギ 花粉症 で IgE ク ラ ス の 免疫応 答性 と

HLA −DQw3 との 相関を認 め た ．さらに ス ギ抗原特異的

LPR の 実験 な ど よ り ス ギ 花粉症患者 に HLA に 連鎖

し た 免疫抑制遺伝子 の 関与を示唆 し た ．ま た Nakai

ら
w ｝も ダ ニ 喘患 ア レ ル ギ ー患者 に HLA ．DQw3 が

100％相関す る こ とを報告 し 1型 ア レ ル ギ
ー

と HLA ・

D 領域 と が密 接 に 相関す る こ とを明 らか に した．

　今回，我 々 が行 っ た HLA タ イ ビ ソ グ は ク ラ ス II抗

原 を含め て 検討 した が，患者群と対照群 との 問 に 推計

学的 に有意差 は み い だ せ な か っ た，

　本研究の population 　study で、職業性 マ ウ ス ア レ ル

ギ ー
と HLA との 相関 が み られな か っ た 理 由として ，

  HLA 抗原 と弱 い 相関 が あ る が，患者 数 が 12名 と少

数で ある た め に 推計学上差が み られ な い 可能性がある

こ と，   抗原暴露か ら症状発症まで の 期間に個人差 が

あ り，未 だ発 症 に 至 っ て な い 症網 が 対照群 に 含まれ て

い る 可 能性 が ある こ と，  使用 し た 抗原 に 多数 の

epitope が あ り．ア レ ル ギ
ー

の 発症 に 特異的 な epitope

が 証明 され ない か ぎ り， 特定 の 抗原 との 相関 が 得 られ

な い 可能性がある こ と，  現在，肌 A ・DQ ，・DR 抗原

の 解折が未 だ 不充分で，将来，さ ら に 解析がすすむ に

従っ て マ ウ ス ア レ ル ギ
ー

の免疫応答遺伝子の 関与が明

らか に な る 可能性が ある こ と ，   本疾患 に は 複数の 免

疫応答遺伝子 の 関与があり，そ の 相互作用 に よ り反応

して い る可能｛生があ る こ と、  本疾患 の 発症に 免疫応

答遺伝子以外の要因が強 く働い て い る こ となどが考え

られ る．

　一方，in　vitro の 抗原特異的 LPR に 対する単 ク Pt　一

ソ 抗体の 搾制 効果 で 示 さ れ た こ とは ，本 ア レ ル ギー患

者末梢 リ ン パ 球の うち抗原特異的に増殖す るの は 主に

T 細胞 で あ り，
こ の LPR に は ク ラ ス II抗原 が 閨与し

て い る こ とで ある．し か し，こ の LPR が本症の発症に

どの よ うに 関与 して い る か は 明 らか で な く， 今後， 症

例 を増や して ア レ ル ギ ー発症機序 と ク ラ ス II抗原 と

の 関係を検討 し て い く必 要がある．

まとめ

　実験動物
一
7 ウ ス に よ る 職業 ア レ ル ギ

ー
に つ い て 報告

した．本症 は
， Coombs ＆ Gellの 1型ア レ ル ギ ー

であ

り，マ ウ ス 取 り扱 い 者 72例中 12例 〔16．7％）に 発症をみ

た．本症の 発症因子を検討す る た め 有症者12名 〔患者

群）と無症者60名 （対照群）の 2 群に わ け て，PnS診，

ア ン ケ ート調査，ア レ ル ギ ー検査，HLA タ イ ビ ノ グお

よ び末梢血 リ ン パ 球 の 抗原特異的増殖反応 （LPR ）と

ク ラ ス H 抗原 との 関連 に つ い て 検討 した．

　ア ン ケ
ー

ト に よ る ア レ ル ギ ー疾患 の 有無 お よ び

HLA タ イ ピ ン グ の 結果で は 両群間 に 差 は み られな

か っ た。一
方，LPR に つ い て は 患老群 に 抗原特異酷な

LPR が み られ ， そ の 主体 は T 細胞の 増殖で あ り、ま

た ，ク ラ ス II抗原が こ の LPR に 関与 して い る こ とが

明 ら か と な っ た．
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score 　on 　RAST ．

　　There　was 　no 　di舐e祀 nce 　in　frequencyof　personal　or　fa署皿ily　histoτy　ofatopy 　be仁ween 出 e　two　groups・

　　ND　significant　difference　ln　the　frequencies　of　HLA 　ciass 　1　and 　class　II　antige 蕊 s　were 　observed 　between　the　two

grOUPS・

　　The　resultindicate 　that　genetic　factors　may 籍ot　contr ｛bute　sign 宝f董cantl ンto　occupational 　mouse 　a1 董ergy ・

　　Specific主ymphecyte　proliferatlve　response 〔LPR ）to　mouse 　dander　antigen 　in　vitro 　was 　frequen巳y　observed 　
in

groupe　A，　whereas 　none 　of 　the　subjects 　in　group　B　showed 　specific　LPR 、　Speclfic　LPR 　was 　regarded 　as 　class 　II　an
−

tigen　dependent　T　cell　reactbn ，　slnce 　the 　react …o臆 was 　inhibited　by　rnonoclona 董antibodies 　spec …譱c　to　dass　I！and

human　T く e翌a就 igens．

凵
零嫻

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


